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一般教育課程から全カリへの改革時は 5 学部、そして今回の「Rikkyo Learning Style」
への改革時は 10 学部。学生数が 1 万人を超える日本の大学の中で、全学を巻き込んだ
教育改革を 4 ～ 5 年もかけて実現できる大学が、果たしてどれくらいあるだろうか。た
ぶん真似しようと思っても、他大学では実現出来ないであろう。これが「伝統」であり、
立教の「底力」である。
さて、当時 40 台半ばであった私も 2017 年 3 月末には定年退職を迎える。教務部から
異動して、総務部長、人事部長、そして副総長を経験し、全学の意思決定の場に参画し
てきて最近思うことを最後に述べて終わりとしたい。
教育改革に見られる、時間をかけて全学の総意を得ながら物事を進めていく。これは
本学の良き伝統である。一方で、本学は、競争関係にある有名私立大学に比べ人的に
も、財政的にも数値的にははるかに劣っている。このような厳しい条件の中で、本学が
教育研究の質をさらに高め、今後も社会にとって魅力ある大学であり続けるためには、
行政面での効率化とそのことへの教員の理解・協力、意思決定の迅速化、本学の置かれ
ている状況への教職員の理解促進、そのための情報公開、そして権限の委譲などが不可
避である。改革を是としない一部の者たちの批判に対して徒に時間を費やすことなく、
時間をかけて議論すべきことと、迅速に決定すべきことを学部長や事務部長の部長級が
責任をもって切り分け、最終的に総長が判断し、理事会が決定していく。
「自由」が何よりも保証されなければならない大学とはいえ、当然のことが当然のこ
ととしてなされる組織でなければ、やがて社会から取り残され忘れ去られていくであ 
ろう。
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